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筆者の記憶では，2000 年頃までは，胆膵系
の処置具は Cook 社と Microvasive 社（後の
Boston Scientific 社）が世界の 2 強であり，
彼らが抱える欧米の巨匠たちの意見を中心と
して，新しい処置具は開発されていた。当時
の日本にも数社の処置具メーカーがあった
が，開発能力という点ではそれほど強くな
かったと記憶している。そして，外資系であ
る 2 強のメーカーには，残念ながら日本人か
らの意見はあまり取り上げられず，忸怩たる
思いをしていたことを思い出す。
さて，今回の Planninng に際して御尽力い

ただいた Co-planner の安田一朗先生，良沢昭
銘先生，Coordinator の糸井隆夫先生に，心
より感謝申し上げる。

本特集の前半は，序説 1 本，ERCP 関連 11
本，EUS 関連 4 本と，単純な処置具カタログ
をはるかに超えた玉稿揃いとなっている。序
説の安田健治朗論文では，日本の胆膵領域の
先駆者の一人である Ken Yasuda ならではの
視点が述べられている。現在は，他目的で作
られたものを技術でカバーしながら流用する
のではなく，状態に適した処置具を適切に選
択することが求められる新時代に突入したこ
とがよくわかる。土井論文のガイドワイヤの
AAR， GFI については，なるほど，そういう
ことか，と感動した。中原論文の胆嚢用ステ
ントは，超高齢者における胆嚢炎治療の選択
肢として大変参考になる。藤澤論文では，胆
道用金属ステントの特徴が幅広く取り上げら
れており，熟読の後に，ステント選択時の参
考にしてもらいたい。
また，後半は，新企画として，「私のミニ

マルセットはこれ！」という，恐らく読者が
（もちろん筆者も）一番見たかったものを集
めることが出来たのは，Planner として至極
の喜びである。 8 つのシナリオに各々 2 名の
執筆者，計 16 本の論文を依頼したが，読み
ながらホントに心がワクワクした。前述の安
田健治朗論文のいう「弘法は筆を選ぶ」際で
も，全ての処置具を置くことは非現実的であ
り，使用頻度の高いものとその根拠を考えな
がら，処置具のセッティングはされていくべ
きである。各論文を是非とも熟読いただい
て，各々の施設状況や嗜好にマッチした「ミ
ニマルセット」を確立していただきたい。

余談になるが，海外のライブに行くと，日
本で使用可能な胆膵処置具，特に，interven-
tional EUS 関連の処置具の豊富さを再確認す
るとともに，無い場合の不自由さをしみじみ
と感じる。例えば，EUS-HGS の場合に，穿
刺後は楽々と REN バルーンや Tornus ES で
ESCR を拡張し，IT ステントや Spring stop-
per を簡単に留置できる日本の現状は，海外，
特にアジアの国々からは，羨望のまなざしで
見られていることを付け加えておく。いま，
日本で使える胆膵系の処置具は非常にホット
であり，まだまだ新しいものが出てくること
を期待している！

（国立病院機構静岡医療センター消化器内科　
松田浩二）
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